
－
105－

６　大気環境関係データ
■概　要

平成18年度における二酸化窒素、浮遊粒子状物質、ベンゼン等の環境保全目標の達成

状況等は次のとおりです。

（1）二酸化窒素

長期的評価による環境保全目標達成率は、一般環境大気測定局（以下「一般局」とい

う。）で前年度に引き続き100％、自動車排出ガス測定局（以下「自排局」という。）では

87. 2％と前年度に比べて僅かに低下しましたが、長期的には改善傾向にあります。なお、

濃度の推移については緩やかな減少傾向にあります。

（2）浮遊粒子状物質

長期的評価による環境保全目標達成率は、一般局で97. 1％、自排局で94. 4％と前年度

に比べ黄砂等の影響により僅かに低下しましたが、長期的にみると改善傾向にあります。

なお、濃度の推移については緩やかな減少傾向にあります。

（3）光化学オキシダント・非メタン炭化水素

前年度に引き続き全ての測定局で環境保全目標を達成しませんでした。なお、光化学

スモッグ注意報の発令回数は17回でした。

（4）二酸化硫黄・一酸化炭素

前年度に引き続き全ての測定局で長期的評価による環境保全目標を達成しました。な

お、濃度は低い水準で横ばいに推移しています。

（5）ベンゼン等有害大気汚染物質

モニタリングを実施している有害大気汚染物質（19物質）のうち環境保全目標が設定さ

れているベンゼンは、道路沿道13地点のうち11地点、一般環境20地点のうち20地点、固

定発生源周辺５地点のうち５地点で環境保全目標を達成し、トリクロロエチレン・テト

ラクロロエチレン・ジクロロメタンは、23地点の全地点で環境保全目標を達成しました。

（6）アスベスト

２地点で測定した結果、大気環境中のアスベスト濃度は世界保健機関（WHO）の環境

保健クライテリアと比べて十分低い濃度でした。

■光化学オキシダントデータ

６－１　昼間の光化学オキシダント濃度が０.０６ppmを超えた日数の

地域別状況と推移

６－２　光化学スモッグ予報・注意報の発令回数及び被害の訴え人数の推移
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６－３　非メタン炭化水素濃度の推移（午前６時から午前９時の年平均値）

■硫黄酸化物データ

６－４　二酸化硫黄濃度の推移

■一酸化炭素データ

６－５　一酸化炭素濃度の推移

■有害大気汚染物質データ

６－６　ベンゼン等有害大気汚染物質の環境保全目標達成状況
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■アスベストデータ

６－７　アスベスト（石綿）環境調査結果（地域区分別）

■排出抑制対策関係データ

６－８　法律及び府条例に基づくばい煙発生施設等の届出等の状況
（1）大気汚染防止法

（平成18年度）
（2）ダイオキシン類対策特別措置法

（平成18年度）

届出種類 
設　  置 
使　  用 
構造等変更 
氏名等変更 
使用廃止 
承　  継 
排出等作業実施 
合　  計 

（3）府生活環境の保全等に関する条例
（平成18年度）

６－９　立入検査・試料採取状況
（1）立入検査

（平成18年度）

（2）試料採取
（平成18年度）


